
1 目的

(1)学習指導要領の周知・徹底に向けた支援体制整備

1)学習指導要領に基づいた中学校・高等学校の保健体育科における医薬品に関す

る教育並びに特別活動等を活用した保健指導の実施と充実に向けて情報提供を
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2)保健体育教諭、保健主事、養護教諭等の学校関係者と学校薬剤師等の医薬品の専

門家が医薬品の教育に関する相互理解を深め、協調・協力し医薬品教育の実施

と充実に向けた連携の在り方について協議を行う。

(2)学校保健を巡る最近の話題への対応等

1)教育現場の現状と事例等から学び、学校薬剤師の学校保健活動への寄与の在り

方について協議する。

2)薬物乱用防止、ドーピング防止、薬害等の現代的な課題に関する教育への対応

について、専問家等から学び、学校保健活動の推進について協議する。

2 開催主体等

主催公益社団法人日本薬剤師会

後援(予定)公益財団法人日本学校保健会

(予定)一般社団法人くすりの適正使用協議会

3 対象:保健体育教諭、保健主事、養護教諭、学校薬剤師等
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5.開催日時
令和5年2月5日(日) 13:30~16:30

6.開催方式:ハイブリッド開催(現地:80名程度、 web:500名程度)

フ.会場: TKPガーデンシティ PREMIUMネ劇呆町プレミアムガーデン
東京都千代田区神田錦町3-22 テラススクエア 3階

8.講師・演題(予定)
基調講演

「(仮題)学校におけるてんかんへの対応」

武田薬品工業ジャパンメディカルオフィス古澤嘉彦氏
講演1

「(仮題)大麻をはじめとする薬物乱用防止活動」
日本薬剤師会学校薬剤師部会部会長富永孝治

講演2

「(仮題)学校におけるくすりの適正使用の啓発」

くすりの適正使用協議会くすり教育・啓発委員会副委員長西野潤一氏
日本薬剤師会学校薬剤師部会幹事木全勝彦

「学校におけるくすり教育」
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講演3
「(仮題)創薬を取り巻く環境等について」

9.受講料

【学校薬斉鵬市の方】・・・ 3,0 0 0円(税込)
お申込みの際に、クレジットカード決済にてお支払いください。

【保健体育教諭、保健主事、養護教諭等の方】・無料

<お支払いに係る注意事項>

決済方法はクレジットカード決済のみです(VISA、 M鉛terC釘d、アメリカン・エキスプ
レス、 JCB、 Diners c]ub、 Discover)。

・ご家族等の名義でも決済は可能です。

一度支払われた受講料の返金は一切行いませんので何卒ご了承ください。
領収書はW北上でデータにて発行されます。紙での発行はございません絲氏での発行を

ご希望の場合は、同データをご印吊Kださい)。領収書の宛名は個人名(申込者のお名
前)となります。

10.申込方法等

日本薬斉鵬市会ホームページ http.://WW.niohiy.ku.or.ル/
コ学術大会・研修会⇔研修会ゴ日薬主催研修会
⇔令和4年度くすり教育研修会にて、令和4年12月下旬より受付予定。

※申込み締切:令和5年1月27日(金)(予定)
定員に達した場合は、締切日前でも、申込み受付を終了いたしますので、
ご了承ください。

※申込の際は、現地参加・web参加の男吼こついてお間違えないようにお申込みください。
お申し込み後の参力畔重別の変更は受けかねます。

日本製薬工業協会

H.講演資料

現地参加者には紙での配布、W此参加者には受講用 W此サイト上にデータを事前にアッ
プロードする形で提供いたします。

12.その他

参加対象者は、保健体育教諭、保健主事、養護教諭等の学校関係者及び学校薬剤師に従
事する方とさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症の影響等で開催予定等に変更が生じた場合は、本会ホームペ
ージにてご案内いたします。

受講申込みに係る個人情報は、研修会の開催に必要な参加確認、連絡等に使用させてぃ
ただきます。同研修会以外の目的に利用することはありません。

日本薬剤師研修センター「研修認定薬郵伯市」の単位(2単位申請予定)を発行します。
「研修認定薬斉嶋市」の単位の発行に際して、同センターより受講者データの提出が求め
られておりますので、本会から同センターに、受講申込に係る個人情報を提供すること
等についてご了承のほどお願いいたします。
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13.問い合わせ先

〒160-8389 東京都新宿区四谷 3 -3 -1 四谷安田ビルフ階

仏§社)日本薬剤師会業務部学術業務課くすり教育研修会係

TEL 船一3353一Ⅱ70 (お問い合わせコード:5113)
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